
 
     
 

 

  

暦のうえでは秋を迎えましたが、まだまだ残暑で汗ばむ日が続きそうです。頑固な夏にもう少し付き合うつも

りで暑さ対策に気を配り、子どもたちの健康管理に気をつけていきましょう。  

さて今月は運動会を予定しています。“体を動かしたくなる環境”“思わず挑戦してみたくなる環境“を作り，

友達と一緒に体を動かす楽しさを感じてほしいなと思っています。結果ではなく、がんばってみようという姿や

その思いをたくさん褒めて、自信につながる運動会になるよう保護者の皆様の応援やご協力をお願いいたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

      

【９月のねらい】 

《０歳児》 ☆保育者や友達と一緒に体を動かしながら探索活動を楽しむ。 

《１歳児》  ☆保育者や友達と一緒に体を動かして遊ぶことを楽しむ。 

《２歳児》 ☆全身を動かしながら遊びを楽しむ。 

《３歳児》 ☆教師や友達と一緒に、体を動かして遊ぶことを楽しめるようにする。 

《４歳児》 ☆友達や教師と一緒に、体を動かして遊ぶ楽しさを十分に味わえるようにする。 

《５歳児》  ☆自分の思いや気持ちを友達に伝え、やり取りをしながら遊びや活動を進めていくことを

楽しめるようにする。 

☆いろいろな運動遊びにみんなで取り組み、力を出したり、競い合ったりする楽しさを味

わえるようにする。 

 

 

 

 ２日（土）環境奉仕作業 

 ８日（金）避難訓練（地震想定） 

【保】１３日（水）体位測定 

【幼】１４日（木）運動会総練習 お弁当の日 

【幼】１６日（土）運動会 

【幼】１９日（火）振替休業日 

２０日（水）誕生会 

【幼】２６日（火）おはなしポケット（年少・年中）  

【保】２７日（水）運動会総練習 

【保】２９日（金）お月見会 

【幼】      クッキング保育（年少） 

【保】３０日（土）運動会 

 

 

【幼】 ３日（火）花山親子遠足（年中） 

【幼】 ４日（水）臨時休業 

    （栗原市幼稚園公開保育研究会のため） 

【幼】 ５日（木）秋の交通安全教室 

【幼】 ６日（金）第１学期終業式 

【幼】１０日（火）秋季休業日 

【保】      体位測定 

【幼】１１日（水）秋季休業日 

【幼】１２日（木）第 2学期始業式 

１３日（金）自衛消防訓練（火災想定） 

【幼】１８日（水）りんご狩り（年少）  

【保】１９日（木）おはなしポケット（１歳児・支援センター）  

【幼】２３日（月）サツマイモ掘り（年中） 

【幼】２４日（火）園外保育（年長） 

【幼】２５日（水）誕生会 

【幼】３０日（月）クッキング保育（年中） 
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教育目標：豊かな感性と創造力をもった たくましい子どもの育成 

 



 

保育所・幼稚園からのお知らせ 

◎ 環境奉仕作業について 

９月２日（土）に環境奉仕作業を行います。詳しくは８月２４日（木）に配布いたしました「令和５

年度奉仕作業について」をご覧ください。 

◎ 秋の交通安全運動について 
   令和５年９月２１日（木）から９月３０日（土）まで１０日間実施されます。チャイルドシートやジ

ュニアシートの着用等、交通安全には十分に注意をしてください。 

◎ 運動会の集合写真について 

   例年、保護者会の予算よりクラスごとの集合写真代を捻出しておりましたが、今年度は集合写真もイ

ンターネット販売での購入とさせていただきたいと思います。写真注文については、運動会後にお知ら

せいたします。 

 集合写真撮影日 

幼稚園 9月 14日（木）総練習 

保育所 9月２０日（水）21日（木）22日（金） 

○ みんなそろって運動会！ 

運動会に向けて、練習も本格的に始まりました。昨年まで感染症対策のため、幼稚園、保育所とも学

年毎の開催でしたが、今年度は久々に全員そろっての開催です。 

残暑が厳しく、遊戯室中心での練習です。保育所の子どもたちは「よーいどん！」の合図に合わせて

走り出す子、きょとんと立ち尽くす子、走るもんかと言わんばかりに立ち止まる子、かわいらしい様子

にこちらもほっこりとした気分になります。 

走り終わっても「もっかい！もっかい！」と何回も挑戦したい気持ちを伝えてくれる子もいます。本

番はどのような姿を見せてくれるでしょうか。 

幼稚園では、年少児は毎日かけっこの練習を頑張っています。名前を呼ばれて返事も元気よく、ゴー

ルまでまっしぐらに走る姿が見られます。 

年中児は勝ちたい気持ちで張り切る子や、負けたら悔しいという子もいて「勝敗があること」を感じ

ています。様々な思いを巡らせながら、練習を頑張っています。 

年長児は年少児や年中児をリードしながら、あこがれのバルーンやリレー、自分たちの競技のことも

頑張って練習しています。今年度は見どころの一つとして異年齢児ペアで取り組む「オープニングダン

ス」があります。これまでの開会式と一味違う初の試みです。どうそお楽しみに！ご自分のお子さんの

応援とともに、各年齢のお子さんの成長の様子もご覧ください。 

 

○ お子さんの靴のサイズの確認を！ 
サイズが合わないと、けがの原因になります。サイズやデザインだけで判断せず，お子さんが履く様

子を見たり，歩いて見たりして，お子さんと一緒に確認をお願いします。 

○ 自分の気持ちが分かる・表現できることの大切さ 

 ８月２４日（木）の幼稚園夏休み後の集会で、園長先生から「今日はどんな気持ちで幼稚園に来ましたか」

と問い掛けがありました。長い休み明けは、楽しい気持ちで張り切って来ることができるお子さんばかりで

はありません。緊張や不安、楽しい夏休みが終わったことの寂しさや悲しさを感じているお子さんもいます。

園長先生が笑顔のイラストと、悲しい顔のイラストを見せ「どちらの気持ちかな」と聞くと、悲しい顔に手

を挙げたお子さんも多くいました。 

 きちんと自分の気持ちや状態を理解することは大切なことです。 

 これが身に付いていないと、子どもは正体不明のざわざわした気持ちを、ぐずぐずや長泣き、不機嫌とい

った態度で表現します。この気持ちや状態を言語化して表現できるようになると、「今自分は悲しいのだな」

とすんなり受け入れて理解できるようになり、気持ちの立て直しにもつながります。 

この力は大人が「悲しいね」「悔しかったね」と言語化して継続して言葉を掛けてあげることで身に付い

ていきます。どのお子さんにもぐずりが大変な時期はありますが、気持ちを受け止め寄り添いながら言葉を

掛けて成長を促していけるようにしましょう。 


